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　奈良経済産業協会ならびに

会員企業の皆さまにおかれま

しては、日頃より大変お世話に

なり、厚く御礼申し上げます。

　さて、新型コロナウイルス

感染拡大から３年余りになり

ますが、感染症法上の位置づ

けが５月から「５類」に変更

されるなど、徐々にコロナ禍

以前の日常を取り戻しつつあ

ります。

　一方で、ロシアのウクライナ侵攻は今なお収束

の兆しが見えず、これに起因したサプライチェー

ンの混乱、供給制約による世界的な資源・食料価

格の高騰に加え、米国の金融政策に伴う為替相場

変動の影響が強まるなど、先行き不透明な状況が

続いています。

　奈良県におきましては、修学旅行生や外国人旅行

客を目にする機会が増え、観光産業に回復の兆しが

見えつつありますが、コロナ禍以前の水準への回復

には今しばらく期間を要するものと考えます。

　また、コロナ禍からの経済回復に伴う「人手不足」

や、足元の「原材料価格の高騰」の影響は、地域

の幅広い業種、業界に深刻な影響を及ぼしつつあ

り、これまで厳しい環境の中で経営体質の改善に

取り組んでこられた企業の皆さまの新たな経営課

題になると共に、地域経済への下押しが懸念され

ます。

　こうした「人手不足、原材料価格の高騰」といっ

た経営課題の根本的な解決には、２つの変革が必

要だと考えています。

　一つは、生産性向上に向けた「デジタル・トラ

ンスフォーメーション（DX）」、もう一つは、企業

価値向上に向けた「サステナビリティ・トランス

フォーメーション（SX）」です。

　生産性向上において極めて有効な手段が、IT・

デジタル化です。効果的な人材活用や利益率の改

善に繋がるとともに、それをさらに発展させ、事

業形態や事業領域、ひいてはビジネスモデルその

ものを変える DX についても、検討し続けていく必

要があります。

　また近年、グリーン・トランスフォーメーショ

ン（GX）を含む SX や SDGs（持続可能な開発目標）

への取り組みにおいて、気候変動対応や健康経営

の導入など、社会課題をいかに自社のビジネスを

通じて解決していくかが求められつつあります。

　取り組まなければ、サプライチェーンから外さ

れてしまうリスクが生じる一方、取り組むことで、

新たな受注獲得や事業領域の拡大、原材料価格の

高騰を吸収できる収益構造への転換、ならびに企

業イメージ向上による優秀な人材の獲得などプラ

スの効果が期待できます。

　私ども南都銀行グループは、2020年４月にスター

トさせた 10 年間の経営計画において、「地域の発

展」・「活力創造人材の創出」・「収益性の向上」の

３つをなんとミッションとして掲げ、その遂行を

通じてステークホルダーの皆さまに価値を提供す

ることにより、「10 年後に目指すゴール」の達成

を目指しています。

　その方針の下、企業の皆さまが直面する「人手

不足、原材料価格の高騰」といった経営課題の解

決に向け、IT・デジタル化や、サステナビリティ

分野におけるハブとしての役割を担い、生産性お

よび企業価値の向上に繋げていくことで、地域社

会の持続的成長に貢献して参りたいと考えていま

す。

　奈良経済産業協会ならびに会員企業の皆さまに

おかれましては、引き続きご指導、ご鞭撻を賜り

ますよう宜しくお願い申し上げます。

　   巻 頭 言　       「 地 域 社 会 の 持 続 的 成 長 に 向 け て 」
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＜取組紹介＞

事例①：第一化工㈱ 代表取締役社長 小西淳文氏

　当社はプラスチック成形を手

がけており、環境問題に対して、

SDGs に関する社内勉強会を開き、

当社の取組と SDGs との関連性を

明らかにした。

　SDGs を組織内に定着させる上、

事業として取り組む根拠を明確

に伝え、持続可能な目標に向け

た取組が企業価値を創造することの理解が重要で、

2020 年 10 月から全ての事業活動に繋がるという

ことから、経営方針の一番目に追加して取組んだ。

　具体的には、女性活躍の推進、働きやすい職場

環境作り、環境負荷を低減する生産体制・設備や

新商品開発等により幅広く取り組んでいる。

　自社の取組みを SDGs に当てはめることで特別に

何かを行う必要はないと SDGs を事業活動そのもの

にもっていくことで取り組みやすいと思う。

事例②：㈱イムラ 代表取締役社長 井村義嗣氏

　当社は、吉野杉による注文住宅

建築を行っており、地元の木を使

い、地元の職人たちが建てて、携

わる職人の育成を行うことで、雇

用の促進・地域経済の活性化など

地域創生と循環型社会を実現し、

持続可能な社会を築くことに取り

組んでいる。

　また、地元の川上村と官民一体で吉野杉の安定

供給を実現し、奈良県立医科大学と吉野杉の医学

的効能の共同研究も良い研究結果もでている。

　具体的には、社員大工として採用した後に棟梁

として独立してもらい、また自社で山林を取得し

て植林など環境保全や社員教育にも活用している。

　当社の経営理念や家造りを通して、自社の活動

が SDGs そのものと考えており、従来の取り組みを

社員に理解してもらい、今後も深めていきたい。

講評：山下コーディネーター

発表の２社とも共通して、SDGS を意識せずとも、

企業活動自体が SDGS の尺度と合致しておれらる。

高い目標でなくて良いから、各社の特性に合わせ、

本業と通して、一歩ずつ取り組んで欲しい。

　SDGs の基本を学び、取組企業の事例を通して経

営に活かすべく、講演と会員企業の事例紹介によ

り、「経営実践セミナー」を開催しました。

＜講演＞

講師：三井住友海上火災㈱経営サポートセンター

　　　経営リスクアドバイサー　山下賢二氏

演題：『SDGs 経営の進め方～ SDGs で

　　　　　　　　新たなビジネスチャンスを！』

　SDGs の背景は、地球温暖化・

気候変動等の世界的な課題があ

り、「持続可能な開発目標（SDGs）」

として、17 個の開発目標と 169

個のターゲットが示されている。

　「経済・社会・環境」の視点だ

けでなく、「人権」も今後大変重

要なキーワードだ。

　17 個の指針全てをやる必要はなく、自社の強み

を活かし取り組めるところから始めることが大事。

　SDGs は法律でなく ISO の様な審査員もいない。

　ただし“ステークホルダー”という審査員がいる。

　真剣かどうかの本気度が試され厳しく見られて

いる。

　SDGs への取組の有無により、顧客・社会との関

係や新卒採用・定着に影響するリスク等が考えら

れる。逆に取り組むことで企業イメージを向上さ

せ、ビジネスを拡大させるチャンスでもある。

　企業として社会課題を理解し、CSV（共通価値の

創造）により、自社の存在価値を創造することが

大事だ。

　SDGs を経営者はもちろん、役職員全員で考える

社内風土・体制を作る共に、自社の事業内容と社

会への影響を整理して優先課題を抽出・特定し、

目標を設定して計画的に実践することが重要だ。

　社会解決の解決に本業を通して、本気で取り組

むことで周囲に「共感」され、結果「企業価値の

向上」につながりで、選ばれる会社になれる。

経  営  実  践  セ  ミ  ナ  ー
人材育成委員会主催（R5.3.15）

三井住友海上火災保険㈱
山下賢二氏

第一化工㈱
小西淳文氏

㈱イムラ
井村義嗣氏
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た。人に任せるのを嫌っていた社員だが、手間の

かかる作業を業務から切り離した結果、時間に余

裕ができたことを喜んで整理整頓等の他の改善に

も取組んだ。また、コミュニケーションが苦手な

実習生に対し、指示や業務の引継ぎをわかりやす

く説明したり、丁寧に指導するようになったこと

で、社内全体が明るい雰囲気になった。社員の固

定観念が強く改善が進まなかったが、外部から新

しい風を入れることで労働環境の改善だけでなく、

社員の意識改革にも繋がった。社員がいきいきと

働く姿はお客様との信頼関係に繋がっている。安

心安全な食材の提供、引きこもり青年の実習受入

れなど、地域・社会に必要とされる会社として、更

に事業を発展させていきたい。」とお話頂きました。

経　営　者　懇　話　会　（第４回）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　人材育成委員会主催（R5.3.22）

令和５年度文部科学大臣表彰『創意工夫功労者賞』

受賞おめでとうございます！

羽柴友貴氏 新行裕介氏

株式会社ジェイテクト　奈良工場

『 からくりによるＡＧＶパレット搬入出機構の考案 』

　経営者懇話会第４回目は、磯

城郡田原本町にあります、治療

用食材・業務用総合食品・製菓

原材料の卸販売をされておられ

ます㈱原田フーズ　代表取締役

　原田晋一様に、『社会から必要

とされる会社づくりを』をテー

マにご講演を頂きました。

　講演概要は次の通りです。

　「昭和 23 年に祖父母が甘味料

などの製菓材料の卸販売をしたのが始まりで、そ

の後、外食産業・レストラン、現在では病院・施

設向けの給食食材や介護用の特殊な食材を主に

扱っている。病院や老人ホームは１日３食毎日献

立が変わり、Just In Time で食材を届けなければ

ならず、社員はその日に配達する商品を各自ピッ

キング・積込みして外回りし、帰社後に伝票整理

や翌日の準備など、長時間労働のため離職率が高

かった。労働環境の改善に取組んだがうまくいか

ず悩んでいた。そんな時に、10 人の引きこもりの

青年を２ヵ月間実習生として預かることになり、

約 3000 種類もある商品のピッキング作業を任せ

㈱原田フーズ
代表取締役社長
原田晋一氏



－ 4－

とを学びました。

　また、適切な目標設定の立て方、

仕事の基本となる報・連・相や経

験を通して成長していくためのＰ

ＤＣＡサイクルについてもわかり

易くご解説頂きました。

　受講生からは、「自分の行動一つ

一つが会社のイメージや信用に繋がることを知り、

学んだビジネスマナーをしっかり意識して頑張っ

ていきたい」「研修を受けて、あらためて会社に所

属している自分を意識した。学んだ内容をしっか

り行動に移せるように頑張りたい」「グループワー

クで異なる職種の方々の意見を聴き、新しい気付

きや発見、また多くの視点を知ることができた。

大変有意義な時間だった」等々、新入社員の方々

の社会人として頑張っていこうという熱意が伝わ

る感想を頂きました。　

　今回で 27 回目となった新入社員研修会は、

　　①社会人としての心構えと基本行動

　　②仕事の品質（質の高い仕事）

を理解する事を目的として毎年実施しております。

　今回も、新型コロナの感染防止の充分な対策・

体制で開催致しました。

　今年は、26 社 59 名の新入社員の方々の参加を

得て、奈良ロイヤルホテルにて、２日間にわたり

熱心に受講頂きました。

　「社会人としての心構えと基本行

動」については、パナソニックエ

レトリックワークス創研㈱ 上席講

師　岸 恵美子様に、社会人として

の基本マナー（接遇・敬語の使い方・

電話・訪問応対）等のご説明とと

もに、新入社員が間違いやすいビ

ジネスマナーや社会ルールを、実際の例を挙げて

わかり易くご解説頂きました。

　また、相手に好印象を与える身だしなみや挨拶

の仕方、聞き取りやすい発音・発声についてもご

指導いただきました。

　名刺の交換・電話応

対の実践演習では、名

刺の受け方・渡し方、

電話を受ける・掛ける

のそれぞれについて２

人１組になって行いま

した。まだ使い慣れていない言葉に詰まりながら

も熱心に練習をされていました。

　「仕事の品質」については、ＳＡＰ 代表 松本 

治様に、組織の一員として求められる姿勢と、社

会人として仕事の品質をどう高めていくかをご指

導頂きました。

　会社は自分に何を期待しているのかを考え、そ

の役割を果たすために、自分に必要なスキルや能

力を身につけていくことで大きく成長していくこ

　今回参加した新入社員研修を通

して、社会人として仕事に取り組

むための心構えや基盤を多く学ば

せていただきました。

　仕事の品質に関する松本先生の

講義では、自分自身のストレス傾

向や心理学的欲求について知り、この先仕事に対

してどう向き合っていくかを自問自答する時間に

なりました。

　自分のやりたいことだけをという思考は捨て、

日々の業務をどう自分にとってのやりがいに変え

られるかという思考に変え、会社の一員として目

標に貢献したいと感じました。

　また、社会人としての基本行動に関する岸先生

の講義では、基本的なビジネスマナーや言葉遣い

を学び、名刺交換や電話応対を実践し、意識の重

要さと責任を再認識する時間となりました。

　日頃の身だしなみや挨拶から学んだことを取り

入れ自分の糧にしたいです。

　２日間の研修で得た学びを活かせるよう、まず

社会人としての意識を常に持ち日々業務に取り組

みます。

　大変貴重な講義の時間をありがとうございました。

第 27 回新入社員研修会
　　　　　　　　　　　　　　  　 人材育成委員会主催（R5.4.5-4.6）

新入社員研修会に参加して

奈交サービス株式会社

染田麻椰氏

　岸 恵美子氏

松本 治 氏
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奈良の観光情報まとめサイト

共同精版印刷株式会社 奈良ぶら事業部 TEL. 0742－33－1221（担当：小野） 検索奈良ぶら

TwitterNARABURA

HP



－ 6－

　工場・倉庫・売場等の現場に

おいて働く上で隆すべき点につ

いて、新入社員や経験が浅い方

を対象に「現場の安全・品質・

改善基礎研修」を開催しました。

　講師は、当会の現場改善やリー

ダー研修等でご指導を頂いてい

ます７Ｓ３Ｔ田中塾 代表 田中

豊様にお願いしました。

　現場で仕事をする上では、安

全を第一に、求められる品質・コストを考え、改

善を通して成果を上げていく仕事のコツを実践的

に理解しました。

　仕事を進める上で必要な知識・技能・考え方を、

何を意識・注意しながら「適正」に行うために、

具体的な事例から、分かりやすく解説頂きました。

　現場で最も重要な安全について、安全と対にな

る危険の意味をしっかりと押さえ、物的・人的の

危険な要因を整理して、それを取り除く方法や、

災害を起こさない行動や心構えを解説頂き、危険

への感度を高めることの重要性を学びました。

　また、品質の正しい考え方と共に、データに基

づいた事実による管理の徹底と、効果の大きな課

題と、着手・継続がしやすい課題をうまく使い分

けながら、課題解決を進める大切さを学びました。

　更に、改善の意味やなぜ必要か、どう取り組む

かについて、業務にムダを見つけ取り除く事例や、

手法の演習を通して、日々の仕事＝改善であり、

継続的に取り組むことの大切さを解説頂きました。

　安全・品質・改善の基礎となる５Ｓについても、

５Ｓの意味や考え方と共に、５Ｓ演習として様々

な事例から、改善の進め方、業務への役立て方を

具体的に学びました。

　現場での経験が浅い方に、現場の基本的な知識

や考え方を理解して頂き、早期に活躍を頂けるよ

うに、今後も継続して取り組んで参ります。

“現場の安全・品質・改善”基礎講座
　　　　　　　　　　　　 人材育成委員会主催（R5.4.12）

７Ｓ３Ｔ田中塾
代表

田中　豊 氏

新入社員研修【実践編】

　営業担当として知っておくべ

き基礎知識を学ぶべく、新入社

員や経験が浅い方を対象に、新

入社員研修・実践編として、「営

業の基本研修」を開催しました。

　講師は、当会の新入社員研修

や管理者・リーダーの研修等で

ご指導を頂いています、ＳＡＰ

代表の松本　治様にお願いしま

した。

　営業の目的や役割と共に、相手に好印象を与え

る身だしなみや挨拶、また、会社の代表であると

いう意識を持って顧客と接する心構えについてご

説明頂きました。

　次に、ファーストコンタクトの重要性と共に、

アポイント取りから受注までの営業活動の一連の

流れ、顧客へのアプローチ方法、訪問時に出た課

題の整理、フィードバック等々、ＰＤＣＡサイク

ルで自分自身のレベルアップを図りながら、次へ

活かしていく方法をご指導頂きました。

　昨今の営業は、顧客の課題を聞き出し、それを

解決する最善の解決策を自社の商品やサービスを

通じて提案するのが主流となっており、顧客の要

望を聞くだけでなく、営業から顧客への質問や提

案が求められるため、質問力、傾聴力を養うこと

が大事であると学びました。

　また、自身の顧客管理や訪問管理等、営業を成

功させるためのデータ管理の重要性も学び、習慣

として継続していくことで、今後の営業活動に役

立つことになると教えて頂きました。

　営業として必要となる知識やスキル等、これか

ら取り組むべき点が明確となり、不安が払拭され、

自信をもって業務に取り組む意欲を持たれたこと

と思います。

　今後も新入社員向けに営業の基本を学ぶ研修な

どを開催し、人材育成に取り組んで参ります。

〝営業の基本”研修
　　　　　　　　　　 　 人材育成委員会主催（R5.4.13）

ＳＡＰ
代表

松本　治 氏

新入社員研修【実践編】
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２．中野ＢＣ株式会社（和歌山県海南市）

　同社は、日本酒や和歌山特産

品などを使用した様々なアル

コール類と共に、健康食品など

も製造・販売されておられます。

　企画提案から商品開発までの

迅速さとラインナップの豊富さ

で売上を伸ばしておられ、世界

最大規模の酒類品評会 IWC で金

賞を受賞されています。

　当日は、代表取締役社長の中

野幸治様から、日本酒や梅酒等の製造に取り組ま

れた経緯と共に、同社の強みを活かした商品開発

や新規分野開拓などの実践事例と女性活躍推進の

取組などについてご解説頂きました。

　特に、若手女性社員がチームを組んで開発した

「カクテル梅酒」や梅の特性を活かし産学連携で商

品化した「健康食品」など、和歌山に新しい商品

を造り出すという情熱を注ぎながら、女性目線で

の企画・商品開発を行う等、女性の意見を活かす

組織づくりへの取組も伺うことができました。

　工場見学では、日本酒の製造工程を紹介頂くと

共に、普段目にすることがない梅酒の製造工程を

拝見しました。抽出・熟成の期間中は、梅の酸味

や栄養分などのエキスを、実からしっかりと引き

出すことが重要で、細心の注意を払い撹拌などの

作業を定期的に行っておられます。当日は、梅酒

に漬けた梅を取り出して、試食させて頂きました。

　普段飲んでいる商品の出来上がる工程を知り、

酒造りの難しさ・深さを感じました。

　経営革新や製品・技術開発、企業経営の強化に

取り組まれている先進的な企業の事例を学び、今

後の経営に活かすべく「先進企業見学会」を 3 年

ぶりに開催し、次の視察先を訪問しました。

１．㈱インテリックス（和歌山県和歌山市）

　同社は、「窓辺から暮らしに彩

りを」をビジョンとし、オーダー

カーテンを主軸に、窓装飾イン

テリア商品の製造・販売を展開

されておられます。

　商品の企画からデザイン、生

地の調達、販売、施工までをトー

タルで行う、オーダーカーテン

業界では初の SPA（製造小売り）

企業で、当日は、代表取締役の

木村明人様から同社の歴史と概要等について、お

話を伺いました。

　同社の製品は一品一様のオーダーメイド製品と

いうことで、バーコード等のデジタルを活用した

製造管理方法などをご解説頂きました。

　製品毎につけたバーコードには、「いつ」、「どの

機械で」、「誰が作業した」という情報が管理され

ており、製品に不備があった場合に、どの機械や

工程で問題があったかを調べられ、再発防止に繋

げるように管理されておられます。

　また、女性や外国人の活躍推進にも力を入れて

おられ、個人の事情にあわせて日数・時間を設定

する労働管理など、長く仕事を続けられる職場環

境づくりの取組事例を伺いました。

　工場見学では、機械化や省力化により生産性を

高めた現場と共に、生地の一括管理から加工・裁縫・

梱包・製品出荷までの一連の製造工程を拝見しま

した。

　IC タグより製品や作業備品を管理することによ

り、不良を出さない複層的な仕組み等のお話など

参考になりました。

先 進 企 業 見 学 会
　　　　　　　 　　                                                               人材育成委員会主催（R5.4.14）

㈱インテリックス
代表取締役
木村明人氏

中野 BC ㈱
代表取締役社長
中野幸治氏
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 会員企業訪問（NO.27） 

～宇陀化成工業株式会社～

代表取締役

栗林浩二氏

　＜企業情報＞

　会社名：宇陀化成工業株式会社

　設　立： 1969 年

　住　所：〒 633-0242

　　　　　　 宇陀市榛原篠楽 117-1　

　社員数：34 名

　業  種：プラスチック製品製造業 

　ＵＲＬ：https://www.udakasei.co.jp

社長様のインタビュー

Ｑ１．創業された経緯と事業内容

　1969 年に父（栗林道治）が宇陀市大宇陀で包装

資材販売として栗林商店を創業、その後 1987 年に

ポリエチレンフィルムの製造販売として宇陀化成

工業㈱を設立致しました。

　2008 年には宇陀市榛原に本社を移転し生産量を

徐々に拡大してまいりました。

　当社はインフレーション成形によって筒状のポ

リエチレンフィルムを成形し、印刷、製袋加工、

出荷の一貫生産をおこなっており主に産業用・工

業用フィルムを中心にごみ袋、土木建築用養生シー

トなどを製造しております。

Ｑ２．当社の強み

　1987 年の創業当時より将来の環境問題を見据え

リサイクル原料 100％に拘った製造に力を入れて

参りました。

　当社が使用するリサイクル原料は主に同業の

フィルムメーカーで発生する製造工程上のロス品

からなるリサイクル原料（プレコンシューマー材）

と市場で回収されたフィルム（ポストコンシュー

マー材）があり、バージン原料に比べ安価ではあ

るものの、安定した調達が困難な上、品質管理も

大きな課題でもあります。

　そこで弊社では独自の原料管理と配合技術、製

法によって課題を克服し安定した製品を今日まで

世に送り出して参りました。

　ごみ袋（ポリハイ）や養生シート（ＵＫＫのポ

リシート）は国内初のエコマーク認定を取得して

おり奈良県リサイクル認定製品にも認定いただい

ております。

Ｑ３．人材育成、技術伝承など

　当社では『経営指針書』を毎年更新し、経営理念、

各方針を全社員が共有しております。

　その上で組織内での役割を意識した人材育成に

取り組んでおり、奈良経済産業協会様をはじめ各

団体様からの研修・セミナーに積極的に参加させ

て頂いております。

Ｑ４．今後の事業展開について

　プラスチック製造元、利用者、関連会社等、各

企業と協業しながら弊社が目指すサーキュラーエ

コノミー（循環型経済）の実現に向けて動き出し

ております。

　昨年に 100％再生プラスチック製品であること

を証明する『UKK ECO フィルムマーク』を商標登

録し、SDGs への取組みや ESG 経営の一環として、

また 2022 年に施行されたプラスチック資源循環促

進法対策のひとつとして、また環境意識の高い企

業であるというブランディングを図るためにも普

及活動を進めております。

　引き続き長年培ってきた経験と技術を活かし、

今まで以上に環境と経済の好循環型社会の役割を

担い、社会に必要とされる企業を目指してまいり

ます。

本社・工場

ゴミ袋（ポリハイ）
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本店／奈良市橋本町 16　 https://www.nantobank.co.jp/
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〒630-8031　奈良市柏木町129－1　奈良県産業振興総合センター内
TEL（0742）36－7370　FAX（0742）36－7371
http://www.nara-eia.or.jp　E-mail : info@nara-eia.or.jp

奈良経済産業協会NEWS 第64号
令和５年５月発行

一般社団法人　奈良経済産業協会

事 務 局 だ よ り

  　

　

　
☆株式会社原田鑿井設備工業所

　　　　　　　 ↓　

　　　　 株式会社ミズハ

社　名　変　更

  　

　

　
☆三笠産業株式会社　

　　　　　　　 林田壽昭　

　　　　　  代表取締役会長　

　　　　　 　　　 ↓　

　　　　　　　取締役会長　

役　職　変　更

会　社　名 変更前 変更後

因幡電機産業株式会社　産機カンパニー 奈良営業所長　鈴木康二 奈良営業所長　坂本慎治

株式会社ジェイテクト　奈良工場 工場長　森本知久 工場長　甲斐哲治

竹野株式会社　法隆寺工場 工場長　薮下之順 工場長　森　  誠

ＤＭＧ森精機株式会社　奈良事業所 部長　柳原正裕 総務部部長　谷口　香

南都コンピューターサービス株式会社 代表取締役　大石秀一 代表取締役社長　西岡英俊

野村證券株式会社　奈良支店 支店長　安藤　稔 支店長　林　健太郎

株式会社理研計器奈良製作所 代表取締役社長　松本哲哉 代表取締役社長　田島秀二

代　表　者　変　更

  　

　

　
☆有限会社保険セントラル　

　　〒 630-8451　奈良市北之庄町 41-1 2F 201

     TEL：0742-50-6600　FAX：0742-50-6610

　　　　　　　　  ↓　

　　〒 630-8115　奈良市大宮町 1丁目 6-34

　　 TEL：0742-35-2708　FAX：0742-35-6403

住　所　変　更

株式会社エヌテック

【概　要】

設　　立：1997 年２月

資 本 金：3,000 万円

代 表 者：代表取締役　

　　　　　　魚　谷　昌　克

所 在 地：〒 639-1124　

　　　　　大和郡山市馬司町 648 番地の 1　　　

Ｔ Ｅ Ｌ : 0743-58-3037

Ｆ Ａ Ｘ : 0743-58-3038

Ｕ Ｒ Ｌ : https://www.n-tec.u-tc.co.jp/

従業員数： 93 名（奈良事業所）619 名（全社）

事業内容 : 設計、試作、解析、受託製造サービス

　　　　　水処理装置の製造販売、労働者派遣

　弊社は、電気機械器具や医療機器及び産業用装

置の受託製造や設計等を行っております。

　液晶ディスプレイの製造にて創業した我々は、

多様化グローバル化の波にのり、お陰様で業界の

成長と共に現在に至ります。

　より高度な技術力と人材育成を通じて、お客様

の多様化するニーズにお応えすべく、今後も邁進

する所存でございます。

正会員

新入会員様ご紹介


